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Ⅱ 医療企画担当の事業概要

１ 医事関連事業

平成 年度に管内 病院と 無床診療所に対して検査・指導を実施するとともに、医療法22 8 18
に基づく 件の許可申請（診療所開設許可 件、病院開設許可事項変更許可 件）を処理しま4 3 1
した。

※病床数２０床以上ならば病院、１９床以下ならば診療所 （医療法第１条の５）。

（管内医療機関の状況）

病 院 診療所

市 病床数 有床
町 施 無床 歯科

施設数 病床数
村 設 精 感 結 療 一

数 染 計 診療所 診療所
神 症 核 養 般

三
14好 6 120 4 20 105 370 619 8 150 11

市

東
み

7よ 3 220 0 0 194 48 462 1 2 9
し
町

21計 9 340 4 20 299 418 1081 9 152 20

２ 医事関係免許受付

平成 年度においては、 件（新規申請 件、書換申請 件、再交付申請 件）の免許22 107 78 23 6
事務を取り扱いました。免許種別毎の内訳は次の表を参照してください。

件 数

合計免許種別
再 交 付 申 ま っ 消 申

新規申請 書換申請
請 請

3 0 0 0 3医師

2 0 0 0 2歯科医師

0 1 0 0 1薬剤師

3 1 0 0 4保健師

21 6 1 0 28看護師
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16 11 5 0 32准看護師

8 2 0 0 10理学療法士

8 0 0 0 8作業療法士

1 0 0 0 1視能訓練士

1 1 0 0 2臨床検査技師

15 0 0 0 15衛生検査技師

0 1 0 0 1助産師

78 23 6 0 107合 計

３ 衛生統計事業

管内の実態を把握し、今後の衛生行政の基礎資料に活用されます。

備 考調 査 名 調査時期
調査客体

数

出生 件，婚姻 件，
人口動態統計調査 市町 毎月2

262 167
離婚 件 死亡 件，死産 件100 , 748 5

定
11 9 2病院報告 患者票 施設 毎月 病院 ，診療所（ ）

期
病院報告 病院に勤務する各業種の実態数の

9 9施設 毎年 月
報 （従事者票） 調査

表 毎年
告 地域保健・健康増

38
進事業報告

等
衛生行政報告例 表 毎年2

三好市池田町、三好市井川町、三好市三野
国民生活基礎調査 7 22 6地区 平成 年 月 町、東みよし町不

医師 名、歯科医師 名、薬剤定 名 平成 年 月
医師・歯科医師・

179 22 12 84 26
師 名薬剤師調査 69

期 保健師 名、助産師 名、看護師
医療施設従事者調

837 名 平成 年 月22 12

30 1
名、准看護師 名、歯科衛

査
387 357
生士 名、歯科技工士 名51 11
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４ 乳幼児等はぐくみ医療費助成事業

乳幼児の疾病の早期発見及び早期治療を促進し、保健の向上と福祉の増進を図るために市町
が行う乳幼児等はぐくみ医療費助成事業に対して、補助金を交付しています。

実施市町村数 受給者証交付件数 受診延件数

2,795 33,321１市１町

５ 献血推進事業

献血対象者数が減少し、課題が多い中で、市町・事業所・団体等関係者の協力のもと、安全
な血液製剤を供給するため、４００ Ｌ献血を推進し、献血運動の推進に努めています。m

管内献血者数の推移

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度16 17 18 19 20 21 22

献血 （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

者数 １，１９３ １，１４６ ７８８ ６９８ ７６５ ７７４ ８６５

１００％400 lｍ
５６．０％ ６４．８％ ７３．４％ ９１．５％ １００％ １００％

献血者率

＊平成 年度に高血圧や比重が不足して献血ができない方は、 人です。22 151

６ 保健所運営事業

保健所事業の適切な運営を図ります。
三好保健所地域保健医療福祉協議会

開催年月日 協 議 事 項
出席

委員数

（ ）三好保健所 ＊美馬保健所と合同開催
名 １ 徳島県西部圏域地域保健医療計画」の中間評価

平成 年 月 日23 2 24
9

美馬保健所 ２ その他
名11

７ 健康ライフサポート事業

健康生活のアドバイスと健康ニーズに応じた健康づくり運動を推進します。

回数 受講者数 内 容

感染症 回、 歯科 回、食品 回、動物愛護 回46 1,147 1回 名 エイズ 回、1 23 1 1
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８ 健康危機管理地域連携事業

西部圏域の関係機関と連携を図り、健康危機発生時の体制整備の推進に努めています。

事 業 名 事 業 内 容

（ ）＊美馬保健所と合同開催
開催日 ：平成 年 月 日（木）22 10 14
開催場所：美馬保健所
対 象：西部圏域内の関係者

健康危機管理研修 内 容：
○検討「西部圏域健康危機管理地域連携マニュアル」の見直し
○講義「災害時の医療現場から見える地域の連携について」

氏田岡病院 上山祐二
参加者： 名42

内 容：
○「鳥インフルエンザの対応について」

平成 年 月から 対策の検討と準備 参加者： 名
健康危機管理所内研修

23 1 17

・検討会
○徳島県国民保護共同図上訓練の参加と天然痘対応の検討

平成 年 月から 対策の検討 参加者： 名22 11 10
平成 年 月 日 図上訓練 参加者： 名23 2 3 8

９ 脳卒中地域医療福祉連携ネットワーク事業

西部圏域の保健・医療・福祉の関係機関が連携を図り、脳卒中連携システムの体制整備に努
めています。

事 業 名 事 業 内 容

（ ）＊美馬保健所と合同開催
○開催日 ：平成 年 月 日（木）22 10 14

開催場所：三好市保健センター
対 象：西部圏域内の住民
内 容： 脳卒中と徳島県脳卒中地域連携パス」「

氏県立三好病院 余喜多史郎
関係者と住民の意見交換

参 加 者：住民 名 関係者 名38 17

研修会・検討会 ○開催日 ：平成 年 月 日（木）23 3 17
開催場所：県立三好病院
対 象：西部圏域内の医療・保健・福祉関係者
内 容：各分野から現状報告及び意見交換会
「最近１年間三好病院に入院となった脳卒中患者さんの転帰」

氏県立三好病院 依田啓司
市立三野病院における今後のリハビリの取り組みについて」「

氏市立三野病院 井村佳代
「維持期における在宅の現状と連携の課題」

氏みよし地域包括支援センター 山西正雄
参加者： 名80
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１０ 救急医療対策事業

「 」 、 。徳島県救急医療対策要綱 に基づき 救急医療体制の整備を図り適正な医療を確保します

（１）救急医療対策連絡協議会

開催年月日 出席人員 協 議 事 項

１ 救急医療に関する関係機関の活動状況について平成 年 月 日 名22 8 26 17
２ その他

（２）救急法等講習会
救急蘇生、特に （自動体外除細動器）の使用に関する理解を幅広く周知するため、AED

管内の希望者を対象に講習を行います。

開催年月日 参加人員 内 容

講師：三好保健所職員 対象：保護者・教職員
平成 年 月 日 名22 6 18 30 内容：講義「救急法について」

「 、 、 」実技 人工呼吸法 心臓マッサージ ＡＥＤについて

講師：三好保健所職員 対象：小学生・保護者・教職員
平成 年 月 日 名22 7 5 13 内容：講義「救急法について」

「 、 、 」実技 人工呼吸法 心臓マッサージ ＡＥＤについて

講師：三好保健所職員 対象：小学生・保護者・教職員
平成 年 月 日 名22 7 9 12 内容：講義「救急法について」

「 、 、 」実技 人工呼吸法 心臓マッサージ ＡＥＤについて

講師：三好保健所職員 対象：教職員
平成 年 月 日 名22 8 15 12 内容：講義「救急法について」

「 、 、 」実技 人工呼吸法 心臓マッサージ ＡＥＤについて

１１ 地域医療支援リーダー養成講習会事業

西部圏域において、地域医療に関する課題を理解し、その支援活動を主体的に企画、実践、
あるいは、取り組みへの協力や運動を普及する地域医療支援者及びリーダーを養成します。

開催年月日 参加人員 内 容 （講義・グループワーク）

受講者 名 ①三好地区の医療体制と地域医療再生計画平成 年 月 日22 9 27 32
スタッフ 名 ②地域医療の課題10

受講者 名 ①三好病院の現状と今後の方向性
平成 年 月 日22 10 14

38
スタッフ 名 ②かかりつけ医と地域医療支援体制17

受講者 名 ①県西部の産科及び小児科医療体制
平成 年 月 日22 11 25

31
スタッフ 名 ②消防から見た周産期の救急医療の現状と課題13

受講者 名 ①消防から見た周産期以外の救急医療の現状と課題
平成 年 月 日22 12 14

30
スタッフ 名 ②住民による地域支援活動7
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